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圃日時:平成28年4月10日 (8)

-会場:森ノ宮医療学園専門学校本校舎7徳

副主催: (公社)大飯府銭灸録会

4報告①J) r医療のイノペーシヨンをOSAKAかう蛍界ヘJ
覇市:公益財団法人未来工学研究所客異研究員

坂部屋明先生
28年度のスター卜にふさわしく f元気がでるテーマJということで、我々

毒事灸鋳や大駿府主主灸師会そして業界全体の明るい未来について講演してI重きま

した。

まず未来を知るためには、今を知らなければい付まぜん l

①鑓灸師を取り巻く現状

世界においてち、現状樹寺という考えには限界がきており、あらゆる分野で

以前とは変わりつつあります。銭灸ち例外ではありまぜん。 ある国では、霊童家

事業レベ)1，で富識を伝統文化として位墨付付、 医療蜘幅と文イ凶側面の両面

で世界にアピールしています。各包とち伝統医療 (録灸ち含めて)を富家戦宣告

の lつとして利用しているのが現状です。

それでは、B本はどうでしょうか ?日本でち鈴灸の歴史l立案く、日本古来の

身体観・産学童霊・重量生震を持っているちのの伝統文化という認識が弱く、医療

的な面でも既存の医療システムの中では力を発援できていないのカt現実です。

現在、包本では人口緩成ち移行婦に入っており50歳以上の人口と50歳未満

の人口応率力、主義し、 高齢化率がどんどん上がっていく少子超高裁化社会を迎

えていきます。 主士会保渥給付の推移を晃てち、年金上じ率はどんどん上がってい

くのに医療費は積ぱい、 福祉の伸び率ちそれほど上がらないといった元気な高

醤蓄が提言え続けていくと予想されます。銭灸ち現状維持で(d:"銭と灸(;1:残っても

銭灸訴が主義らない"といった事懲をま召きかねまぜん。

②今後の展望 ③今なすべきことは何か?
銭灸の置かれている現状を定鐘しつつ、今自分がどの立ち位置にいるかを知

る必要があります。そこから未来に向かつて何をすべきかというミッション(方

向性}を立ち上げ、そして実行していかなLすればなりまぜんc しかしそこにはイ

ノベーション(祭術革新)が必要になってきます@ですが、 ただ単に新しいもの

を創りだすのではなく、今あるものをよく挑め、 信健を高めていくことが必凄に

なってきます。そういった慧味で、現在大阪府叙灸続会カ匂互り絡んでいる fi!裏返
事委Jr災蓄医療J(孟、逢常的革新 {イノベーショシ)を含んだミvションで、ぜ

ひ大緩から新しい方向性を発信してほしいという提雲を頂きました。

また祭主雪絡者による施術が社会的にち問題復される状況で、書彰元自事の免許証所

有証明カードの発行というのは盈続的な事であり、厚生労働省ち祭資格者との区

別に一歩乗り出したとち雲えますe

これから銭灸訴を自活す若者が主役になる頃が、状況的にとても厳しい時代を

むかえるかちしれまぜん。そんな憶のために新しい医療のカタチを創りあげる事

が、我々の今なすべきことなのかちしれまさん。しかも巴本古来の伝統文イむとい
う側面を継承し、さらに発展さぜることヵtできれば、なお価震が高まるのではな

いでしょうか。 大阪府銭灸師会がリーダーシッブを発接することが出来れば、童話

しい未来がみえてくるかちしれまさん。
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28年震の学術護翠会ち美容量ま灸、経絡治療、特殊主主法、スポーツ銭灸、災蓄

医皇室、泡域包括などといった様々な分野の講習会を計直しております。B，ij8の箆

床に活力、ぜるちのを癌みに、ぜひ謹翠会に参加してみて下さい。

(Ii腸委員会荒木善行}

4報告②>> r織灸舗が銭灸専業で成就するために伝えておきたいことj

議訴: (公社}大級府銭灸続会住之江地主事

山田敬訪先生

4蒙記の演題で、君事床経験40年以上という山田先生のお話と実技を間近で算見

ささて頂きました。

①人として自己の鑓康管理と患考、告分を取り巻く家族や思議との関わりの重

要性。

②銭灸訴としての自覚と透正、そしてブライドを持ち包々の臨床にあたること
iま勿Z章、医療人として多くの知譲を持ち良震の道真を使うこと。

自分の治療践の読還をtきち、E々 怒床にあたる。

先生l孟色々話されましたが、私は f治るという建信 治そうという重量患

という信念を継続するJこの雲棄が震ち印象的でしたー

治す

③患者の立場にたって、皐く、安く、心地よく安全に治す。これが出来れば口コ

ミで患者増c

@信人事業主として、諸々の税金の申告と納付@また各室年金や保険を鉛けるこ
とによる将来の生活の安定と安心。

以上の事を土台とし自分なりの治療の主主を持ち、患者さんとの信頼鑓係を生霊祭し

遺言ばれる童書灸訴に成ることc

実授では、先ずお灸に使う文の停ぱし方e

濡らした統括綜で拭いて湿らさた;Ijラス板の上で、上貨の小指大の支を古い薬害

で(ざらついた紙震が良い)スライドさぜながら、爪綴緩くらいの継さに均等に伸

lます。
治療に使うには、湿気が銭けてからとなるため多めに作り還さし、乾燥を穫認出

来たちのからになります。(透主章一遷陪弱)

次に糸棒灸と雲って、 喜重包裂の文でシャーペシの芯のように飽く 5~6四回程度の

長さの支を使った治療です。

これは、 手指扇節や縫章常炎等書誌絡な部位で使用します@

特効穴については、麦粒涯に審効あるツ/Kを量産雲して]烹きました。

部位として、例え1;1:左~R上磯外側の患者Zに対し、 左手探箔誇側遠位関節の尺{湖上

部への施灸半米粒4~5~士， {軍事揺を屈曲さゼた遠位関節をgR徐に見立てて (鑓先

の方が限強の下側)、左右上下を対応さぜる。 }

耳目j銀法として透針皮下主十という手技。これは寸3-2銭で皮下積刺し、銭先を皮民雪

表面1ζ露出ささるちのです。モデjμゎ震隠ID!に霊録したまま上肢を動かす。

又、簡芸書信挫法という手授は、塩沢幸吉氏の f挫刺霊十法Jの籍易版ということで、

利録後銭を一方向にヨ転さゼ組事議を巻き付付そのまま餐く雪量啄、組織を巻き付Lすたま

まの状態で銭録することにより硬絡の抱緩が鰐待できるというもの@

この施術{立、私自身がモデルと成り体験しましたが手t支から想像するよりも fヤ

ンワリJとした刺激でしたc

町の緩床家の先生の治療、 十人十色の治療があることを改めて実感するととちに、

自分の治療の引き出しを増やすことと、患者さんとの信殺弱係のたいをつさを教えて

]実きました。 (研修委員会中川欣久)


